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- は じめ に

学び方の学習指導は,近藤国一にとって生涯を貫 く研

究課題であった｡その業績の本質や意義を考察する前に,

この章では,秋田県で展開された学び方学習指導の実践

的研究の歩みをたどり,次のような観点を設定して近藤

国-の学び方学習論を外側から間接的にとらえることに

したい｡

(1)秋田県学び方研究会がどのようにして形成され,

どのような経過をたどったか｡そのことに近藤国-

ほどのようにかかわり,どのような役割を果たした

か｡

(2) 戦後の教育史という視点に立って見たとき,日本

学び方研究会はなぜ結成され,どのような消長の過

程をたどりつつあるか｡日本学び方研究会の歩みと

秋田県学び方研究会の歩みはどのように関連してい

るか ｡

(3)(2)に関して近藤国-はどのような役割を果たした

か｡

(4) 日本学び方研究会および秋田県学び方研究会の実

践的研究には,どのような意義があり,またどのよ

うな課題があるか｡

(5) これらを考察することによって,近藤国-の学び

方学習指導論のどのような特質が明らかにされる

かo

秋田県学び方研究会 (および日本学び方研究会)の歩

みについては,第一期を昭和 53年まで,第二期を昭和 54

年から昭和 63年まで,第三期を平成元年から現在までと

区分し,本稿を史実の記銀 とするためにも各期の事象を

できるだけ取り上げることにしたい｡なお,秋田県学び

方研究会の歩みと近藤国-とのかかわりについては,辛

末に年表としてまとめている｡遺漏の資料によって補わ

なければならない未完成な年表であるが,本文理解の一

助とされたい｡

二 日本学び方研究会の結成とその史的背景

昭和 41年に野瀬寛最頁,高沢幸太郎らによって,小学館

の教育技術連盟の中に ｢日本学び方研究会｣が結成され

た｡野瀬は,戦前には実践家として業績をあげるととも

に文部省教科書編集嘱託,東京市視学などを務め,戦後

には教育技術連盟を結成してその理事長に就任するな

ど,教育実践に指導的役割を果たした人物である｡

周知のように昭和33年版の学習指導要領は,社会の技

術革新に対応して国民の教養を引き上げようとしたもの

で,学習内容に重点がかけられていた｡しかも昭和 33年

版の学習指導要領は法的拘束力をもつようになったた

め,それに準拠した学校教育は ｢知識量の多い分厚い教

科書｣を｢一斉一律に大量生産的に詰め込む｣｢知識主義｣

に陥りがちであった(1)｡この弊害を克服しようとした43

年版の学習指導要領では,教材を精選し,精選した教材

による学習指導を通して学習態度や技能を身につけさせ

ようとする方向に変わった｡ 日本学び方研究会が結成さ
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れた昭和 40年代前半はこうした転換期にあったわけで,

社会背景としては,昭和 35年以降の経済復興を契機に日

本も科学技術が著しく進歩し情報化社会に入り情報や知

識が爆発的に増大した事情がある｡学校教育でもそれに

対する対応を迫られる一方で,従来からの画一的な一斉

指導によって爆発的な情報や知識を機械的に記憶させる

ことには限界のあることが指摘され出した時期である｡

日本学び方研究会の活動は,こうした現状を憂えた実践

家たちによって ｢学ぶ人間主体の確立をめざした教育改

革運動｣であり,子どもの主体性に基礎をおいた学習指

導,今日的なことばでいえば ｢自己教育力｣の育成を目

指した実践研究活動である｡ここでいう ｢自己教育力｣

の育成とは,｢自己学習力｣の育成を前提としながらそれ

とは異なった能力の育成を目指す教育的な営みを指す｡

すなわち,｢自己学習力｣の育成が,子どもを取り巻 く環

境についてのさまざまな情報や知識を学習対象として,

それを ｢どのように学びとるかの過程や手立て｣を,千

どもが主体 となって学びとってゆく力を育成することを

いい,｢学習指導面における学習目標｣となる｡これに対

して,｢自己教育力｣は ｢自己学習力｣を前提的基礎力と

しながらも,学習者たる子どもが彼自身を教育の対象に

し ｢変化 しゆく情報化社会にあって,たえず自己改造を

しながら自らのよい生き方を創成していく能力｣として,

｢生き方にかかわる｣｢教育目標｣となるものを指す｡し

たがって ｢自己教育力｣は,｢たんなる知識づ くりを越え

て,広 く人間づ くりをも問題としている｣点に特色があ

る(2)｡

日本学び方研究会の設立の趣旨が,｢方｣という言葉に

示されるような単なる ｢学び方｣の方法とか国定化した

型の提唱にはなく,｢自己学習力｣を内包した｢人間づ く

り｣に重点が置かれていたことは,野瀬の起案になる次

の ｢学び方開発の信条｣にうかがうことができよう｡

1 釣った魚を千匹与えるよりも,一匹の魚を釣る

つり方を身につけることが,人生を創造する鍵で

ある｡

2 学び方を指導することが,今 日の通用語になっ

ている ｢学習指導｣の真意である｡これを忘れる

と ｢指導学習｣に逆転するであろう｡

3 何のために ･何を･どう学ぶか- この3つの

学び方が身について,はじめて,今 日めざしてい

る自主学習が実現する｡

4 学び方を話し合う ｢学習協議｣は,学級の学習

に,全員参加の道を開き,協同学習の基盤を強化

する｡

5 学び方を身につけることは,学習する者に ｢で

きる｣という成功の喜びをもたせ,学習が好きに

なる根強い興味と自信を与える｡

6 確かな学び方は,その基本を伝統に学び,それが

独自の経験と創意によって,無限に成長していく｡

7 学び方は,教科学習の｢覚え方｣,｢考え方｣,｢問

題の解き方｣などはもちろん,生活学習から人生

のあらゆる学習の場で育てられる｡

8 学び方を身につけることは,人間の能力を開発

する ｢頭づ くり｣を通して,新しい時代に生きぬ

く ｢人づ くり｣をする｡

9 学び方を心がけることは,いつでも,どこでも,

だれでもできることで,これによって生涯教育は

推進される｡

10 学び方を開発することによって, コンピュータ

など,教育の新しい機器も本格的に利用され,技

術革新時代の教育は進展する｡

この10か条からなる｢学び方開発の信条｣には,子ど

もたちが,基礎基本となる知識や技能を生かしつつ,目

的意識をもって自覚的に学習対象に取 り組み,そこに内

在する課題を自ら発見し自らの力で解決していく主体的

で創造的な学習方法すなわち学び方を習得することの重

要性が強調され,こうした主体的な学習活動によって子

どもたちは自らの学習に成就感 ･達成感･効力感をもち,

学習活動をさらに意欲的に遂行することを通して自己形

成をしていくことが指摘されている｡しかも,こうした

主体的な学習活動は,新しい時代を生きぬ く力の基礎に

なり,生涯学習の基盤になることが指摘されている｡ま

た,教師は,子どもの学び方学習を促進し支援すること

をこそ自らの役割とすべきだとして,教授観の転換を提

唱している｡

認知科学が現在ほど進展せず,インターネットを活用

したコンピュータによる情報処理教育がまだ具体的に想

定されなかった40年前に,｢学び方開発の信条｣には今

日を見越した提言がなされており,その先見性は評価で

きようo

ところで,この日本学び方研究会の設立およびその後

の歩みは,戦後の学校教育史とりわけ学力論の史的展開

の中にどのように位置づけられるだろうか｡

いま,学力論の展開の歴史を次の①(参の二つの系譜に

分けるとき(3),学力論は､この二つの系譜の対立とその止

揚の歴史としてとらえられる｡

(丑 学力の図式的規定よりも,教育内容の内実を問

う学力の客体的側面に焦点化して,その点検と科

学的構成を実践的課題として追求していく系譜

② 学力の主体的側面 (学習主体としての子どもの

主体的･内面的条件)を基軸にして,学力の内的･

主体的な構造と形成の問題 として,それとの関連

における教育内容や授業実践のあり方の究明を実

践的に追求していく系譜
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戦後間もない昭和23年頃から,経験主義の教育に対す

る批判として基礎学力の低下が指摘された｡このことが

きっかけになって,何をもって基礎学力とするのかが教

育問題となり,ひいては学力そのものの概念と構造が問

題となって,勝田守一 ･広岡亮蔵 ･太田尭等によってさ

まざまな提案がなされた｡ただ,それらは学力の規定を

め ぐる概念的な論争となりがちであったのに対し,昭和

30年代に入って具体的な教育実践レベルでの学力問題

が検討されて以来,学力論はおおよそ①②の二つの系譜

に分かれ,教科内容の系統的構成論などとして実践に取

り込まれていった｡もちろん,これら二つの系譜は,相

対的に ｢容体的側面｣と ｢主体的側面｣のいずれに重点

を置くかの問題であって,｢客体的側面｣と｢主体的側面｣

のいずれかをまったく否定したり排除したりしているわ

けではなく,むしろこれらの相互補完 ･止揚が目指され

てきたといってもよい｡しかし,戦後の教育史を概観す

ると,学力論の重点が②の ｢主体的側面｣から(彰の ｢客

体的側面｣-と移行し,再び②の ｢主体的側面｣へ移行

していると見てよい｡(参の ｢主体的側面｣から①の ｢客

体的側面｣-の移行の背景には,問題解決学習と系統学

習の論争,教育内容の ｢現代化｣の動向があり,①の系

譜には ｢経験主義カリキュラムの否定の地平に展開され

た教科研究,教育内容研究の推進という文脈において,

学力をその形成と評価の可能性という観点から実践的 ･

実証的にとらえ,教育内容の編成 ･構成と子ども-の系

統的･順次的な学習の保障を通して,学力問題を客観的･

具体的な実践課題 としてとらえようとする(4)｣ところに

特色がみられる｡

これに対して②の系譜は,｢学力の中核に 『態度』を位

置づけ,学力を主体的 ･実践的能力として把握し,その

層的構造と教育内容の構成との結合をはかっていこうと

するものであ｣り,｢問題解決学習や単元学習と不可分の

関係をもちながら展開されるとともに,学習指導要領の

『学力観』(知識,理解,態度)や教育内容構成と不即不

離の関係において推進されて(5)｣きたものである｡①の

｢客体的側面｣から②の ｢主体的側面｣-の再移行には,

教育の ｢現代化｣に対する反省から教育の人間化-の移

行が背景にあり,平成の現代がこの期に当たる｡

こうした概括的な戦後教育史の中に日本学び万研究会

の運動を位置づけてみると,次のように図式化されるだ

ろう｡すなわち,日本学び方研究会は(むの系譜が形成さ

れつつあった時期に,②の系譜の教育運動を起こした｡

しかし,教育内容の現代化の動向の中で(丑の系譜の影響

を強く受け(彰の系譜の中に解消されかかっていたO とこ

ろが,高度経済成長時代が去り高度情報化社会に入って

時代に即応した主体的で創造的な学習能力が要請され,

新学力観 として教育目標化されるようになると,日本学

び方研究会はその運動自体のアイデンティティを再確認

して勢いを取 り戻した,と｡

秋田県学び方研究会もほぼ日本学び方研究会と軌を一

にしている｡しかし,また独自な要因によって違った歩

みをすることにもなった｡

以上のような巨視的視点から秋田県学び方研究会の動

向をとらえたうえで,微視的に活動状況を記述すること

にしたい｡

三 秋田県学び方研究会と近藤国-

Ⅰ 第一期 草創と隆盛

(1) 秋田県学び方研究会の設立と活動

昭和41年7月に日本学び方研究会が結成され,これを

きっかけに秋田県内でも各地にいくつかの研究会が発足

した｡中でも,近藤国-は日本学び方研究会の結成には

副会長として参画するとともに,校長として勤務する秋

田東中学校では先進的研究校である愛知県刈谷市刈谷東

中学校の実践事例を自らガリ版刷 りの資料にして職員に

配布して啓蒙するなど,次第に学び方学習指導の全校研

究体勢をつくりあげ,秋田県学び方研究会の拠点校にし

ていった.近藤国-が職員の協力を得られたのは,その

主張が秋田東中学校の抱えていた研究課題と符合してい

たからである｡同校では昭和 39年に｢- 学習意欲をさ

かんにし- 基礎的能力を高める指導｣という主題で公

開研究協議会を開き,その成果を学習指導報告としてま

とめているOこの中で,基礎学力を保障しながら同時に

学習意欲を高めることの困難さに真面している教師の苦

悩が述べられ,これを克服するために次のような研究の

ねらいが設定されたことを明らかにしている｡

学習指導のねらいは確実な知識,,技能,態度などが

生徒の身について生きてはたらくようになり思考,

判断,表現など問題を解決する力が発達することを

目あてにしている｡このことは学習の全体構造から

いえば基礎的,要素的な知識,技能,経験などを土

台とし,さらに一歩進めて物事を概括的に理解し,

思考判断し,表現するなどの諸能力を高めることに

よって問題解決力が育成されるものと考えられる｡

またこの問題解決力の行為的態度は実践的意欲にま

で高められた能力である｡われわれはこの基礎的要

素的な知識,技能 (広岡亮蔵の基礎学力の下層,個

別的知識,技能)を理解させ定着をはかりながら,

これがさらに機能的に転移する能力を身につけさせ

ることが研究の主眼でもある｡(2ページ)

秋田中学校の教師の苦悩とは,戦後の経験主義的単元

学習によって低下した学力をどうしても向上させる必要

はあるが,さりとて詰込み教育には逆戻 りしてはならな
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いというジレンマである｡しかも ｢思考,判断,表現な

ど問題を解決する力｣をつけようとしても,生徒の ｢問

題解決力の行為的態度｣はなかなか ｢実践的意欲にまで

高められ｣ないし,｢基礎的要素的な知識,技能｣は容易

には ｢機能的｣能力に ｢転移｣させがたいという,二重

の苦悩であった｡これは,当時多くの学校の教師が抱え

ていた悩みでもあったO

こうした時代相を背景にして,昭和44年11月に,近

藤国- (東中)･岩谷貞三 (保戸野中)･渡辺景- (南中

学校)･佐藤岩夫 (北)･工藤武雄 (仁井田′ト)･阿部正三

(日新小卜 富永松男 (聖霊高校)の七人の校長が発起人

となって全県の小中高の各学校や秋田県教育委員会に呼

び掛けて,秋田県学び方研究会を発足させている｡同会

の結成は近藤国-の努力と英断によるものであり,これ

を契機に翌45年には北海道･岩手･山形に,46年には愛

知県三河地域 ･島根県松江･群馬県沼田･兵庫県加古川･

静岡県磐田地域などに支部が結成され,大きな教育運動

となっていった.その意味で,近藤国-の日本学び方研

究会に尽 くした功績は評価に催しよう｡

昭和44年12月4日には秋田東中学校を会場に設立総

会を開いて会則を決め,役員組織を整え,今後の活動に

ついて話し合った｡初代会長には近藤国-が就いている｡

当日は日本学び方研究会の野瀬会長も出席して ｢学校 ぐ

るみの学習指導｣という題で講演を行っている｡職員が

研究の趣旨を理解し納得 したうえで全校をあげての研究

協力体勢をつくりあげることが,どのような研究主題を

立てるにしろ学校経営の要諦である｡この会の設立を契

機に,学び方学習指導の考え方を自校の実態に合わせて

取 り入れ ｢学校 ぐるみ｣で取り組むところが県内各地で

生まれた｡その実践例 として秋田東中学校と,広面小学

校 ･大曲小学校をとりあげて後に考察したい｡

45年 11月20日,第-回秋田県学び方研究協議会が

｢小 ･中学校学び方指導の問題点｣という研究主題のも

と,秋田東中学校を会場に県内外から約500人が参加し

て開催されているO当日は日新小学校 ･勝平小学校の子

どもたちがバスで移動して研究授業に参加しており,発

起人が校長を務める学校を中心に学び方学習指導が小 ･

中学校に浸透しつつあったことがうかがえる｡また,指

導助言者 ･講師として愛知県刈谷市刈谷東中学校長石川

勤 ･日本学び方研究会事務局長高沢幸太郎を初め,秋田

大学教育学部から藤原良毅 ･柳田長十郎 ･中村四郎を招

いており,実践研究と理論研究の協力が目指されていた｡

なお,石川勤は ｢小 ･中一貫の学び方指導法｣という演

題で講演を行っている｡前年秋田東中学校長を最後に職

を辞した近藤国-が,秋田県学び方研究会会長として意

義ある第一回研究協議会の開催を祝して挨拶を述べた｡

会場校となった秋田東中学校では,この研究協議会の

要項を自校の研究の歩みと重ねて47ページの｢学習指導

研究協議会要項｣として作成している｡その冒頭で佐藤

字一校長は ｢学び方学習を求めて｣と題して次のように

述べている｡

◎ 経営の基盤として (省略)

◎ 学習指導のめざすもの

1 知識を伝授するのではなく,知識を獲得する

学び方学習により,生きて働 く力を身につける｡

2 教育は連続的生涯学習の過程である｡生徒が

生涯学習に必要な,興味,能力,習慣を伸ばす｡

3 進展していく文明社会の中に,自己をうまく

適応していけるように,年とともに自分を,み

ずから教育し,新しい能力を開発していける,

自己教育能力を身につけさせる｡

4 学力の根底には,子どもなりの人生観,生活

があり,これが学習意欲につながることを考え,

自主的学習の前提として生徒指導の強化をはか

り,たくましい意志,根性,忍耐力を養う｡

◎ 実践-の願い

1 何のために,何をどのように学ぶかを身につ

けさせ,自主学習の継続研究を進めたい｡

2 学習内容の理解定着にとどまらず,生きて働

く応用転移力のある学力向上につとめたい｡

3 生徒がみずから学び,ともに研究する興味を

振るい興す,自主協同の学習態度にしたい｡

4 日々 の具体的な生活の中に,東中精神(三信条)

を実践する,自主的態度の育成につとめたい｡

5 学習の自発性を培うために,新単元に入る前

の概観学習により,教材にみとおしをたて,意

欲と,課題をもって,学習に臨むようにしたい｡

◎ 学習指導過程の五つの節 (ふし)

1 課題をもつ 生徒ひとりひとりが主

体的によい課題をもつ

2 練 る 課題が練 りあげられ,

中心課題として確認す

る

3 からみあう 課題に対して話 し合

い,意見のからみあい

により,焦点化する

4 深 め る 本質的に把握された内

容の定着,習熟,転移

をはかる

5 生 か す 新しい知識の獲得に生

かす

次の時間-の課題設定
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佐藤のこの言説にはどのような時代背景があるのだろ

うか｡昭和 44年 6月に中央教育審議会は生涯教育をキ-

ワー ドとする中間報告をまとめ,そのために必要な学校

教育 ･社会教育 ･家庭教育の役割と関係について改めて

検討すべきことを要請した｡また,科学技術の長足な進

歩を続ける現代社会にあって ｢心の教育｣が重要視され

ていた｡佐藤はこうした時代背景を踏まえて,(彰創造性

を伸ばし,主体性を追求する教育,②人間性を高めるヒ

ューマニズムの教育を念願し,それを実現する具体的な

学習指導の目標および方法として,学び方学習指導を自

校の実態に合わせて取り入れようとしている｡

｢学習指導研究協議会要項｣でとりわけ注目されるの

は,話し合い学習を深めるために ｢グループの育成,請

し合いの技能,教師の発間と助言などとのかかわり合い｣

を図表のようにまとめて活用を図っている点で,細部を

見るとさまざまな問題点を抱えているとしても,｢消極

的 ･受動的｣な学習態度を ｢自主的 ･主体的｣な学習態

度に変えていく具体的な方策が体系化されているのであ

るo

この秋田県学び方研究会の設立とともに,日本学び方

研究会の会誌 『学び方教室』には,秋田県内から,教師

のみならず児童生徒の実践研究や発表が多く掲載される

ようになり,とりわけ昭和 49年から51年にかけてはほ

とんど毎号に記事が載っており,活動の活況がうかがえ

るO

さて,第二回研究協議が昭和 46年 10月26日に秋田東

中学校で開催されたのに続いて,第三回研究協議が昭和

47年 11月19日に勝平小学校で開催された｡当日は,東

京大学名誉教授の細谷俊夫が ｢最近の教授理論の研究-

-ブルーナ-理論の特徴と批判とを中心に- ｣と題し
て講演を行っている(『学び方教室』36号所収)｡細谷は,
教材の精選と学習活動を重視している当代の教育にとっ

て,ブルーナ-の唱える｢転移｣と｢構造｣｢レディネス｣

の理論は有効であると評価 しつつ,子どもの直観的な思

考 と科学者の論理的な検証の伴う直観的な思考とを同一

視してはならないし,ブルーナ-の ｢発見学習｣も限ら

れた授業時間での学習には適用はできないとの見解を述

べ,初期のブルーナ-理論を安易に受容することに警告

を発した｡これは,児童生徒の創造力や主体性を楽天的

に信頼することへの現実的な批判として評価してよい｡

ともあれ,昭和 50年前後には,中央から著名人を秋田県

学び方研究会単独で招曙できる力があったことは注目さ

れてよい｡ちなみに,昭和 50年 9月23日開催の第五回

研究協議は,秋田市を離れて会場を本荘市鶴舞小学校 ･

南中学校に移し,心理学者の横浜国立大学教授伊東博を

招いて講演をもっている｡

この草創･隆盛期には,県内各地に支部が結成された｡

昭和 47年 7月10日には大曲小学校長渡辺正巳を中心に

大曲･仙北学び方研究会が発足するなど,50年初頭の会

員数は本荘･由利支部 39校 242名,大曲･仙北支部 62校

260名,秋田市支部 17校 141名が 『学び方教室』会員名

簿欄に掲載されている｡この中には秋田県教育委員会の

地方事務所の指導主事等も含まれており,行政とタイア

ップした教育運動に成長していた｡

以下に拠点校の実践を取り上げて,秋田県学び方研究

会の活動の一端を紹介したい｡

(2)秋田東中学校の実践- 島政雄の発表を中心に

章末年表に見るように,昭和 45年から47年にかけて

秋田東中学校教諭島政雄の実践研究が 『学び方教室』に

連続して掲載されている｡島の発表は個人の独創といっ

たものではなく,前掲 ｢学習指導研究協議会要項｣およ

び ｢学び方を育てる学習指導- 自主学習の深まりを求

めて- ｣(昭和 46年 10月26日)等を中心にした秋田
東中学校の学校 ぐるみの実践報告とi)いえるもので,当

時の秋田東中学校関係者による資料が散逸した現在,同

校の実践の一端をうかがえる貴重な資料となっている｡

学び方学習の要諦は,学習者が独自の問題意識 ･必要

性に基づいて自ら教材に内在する本質的な価値を兄い出

しその探究を自らの力で遂行し,その成果を他の学習の

場に転移していくところにある｡また,その学習指導と

は,価値ある教材の提示と具体的な学習過程の設定,個

人的な思考と集団的思考の葛藤 ･止揚を具体化する対話

の場 ･思考する場の設定,その基盤となる思考技能 ･対

話技能の養成にある｡島は自主学習を推進してきた研究

の歩みに触れたあと,同校の研究課題が,①自主学習を

育てるための学習指導過程による指導法の研究,②その

支えとなる個別学習や協同学習の育成,③話し合いの仕

方の訓練などの研究 ･実践をどう進めていくかというこ

とにあり,研究組織として研究企画会 ･学習指導部会 ･

職員会を設け定期的な会合により課題解決にあたってい

ると述べている｡

同校で開発した学習過程が22頁の図であり,問題解決

学習の過程の原則にしたがっていること,留意事項に上

記の課題(卦③への配慮が組み込まれていることが注目さ

れる｡また,課題②③については左の図 (省略)のよう

な話し合いの仕方を身につけさせようとしている｡

『学び方教室』には,東中学校の教師のみならず生徒

の学び方学習の体験が多く発表されている｡たとえば小

松幸子は『学び方教室』60号で,LDペーパーを使った国

語の授業で,それまでの受け身の授業から生徒主体の学

習に転換した体験を述べている｡LDとはLearning by

Doingの略語で,LDペーパーとは一種の学習の手引き

である｡この授業は,生徒による通読のあと,生徒自ら
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が学習課題を出し,教師がそれをもとにいくつかの問題

点やまとめを書 く欄 とをプリントにして生徒に配り,坐

徒はこれをもとに個人学習-グループ学習‥全体学習の

相互交流する学習過程の中で思考を深化拡充していく課

題解決学習である｡小松はこの方式の授業になってから

積極的に対話に参加し発言するようになった自己変容を

体験し,自らの学習活動に知的 ･情意的な充足感をもつ

にいたったことを述べている｡学び方学習にとって ｢学

習の手引き｣の作成は重要な教育技術である｡ただし,

｢学習の手引き｣は問題集や指示であってはならず,学

習者が主体的な課題解決を遂行するための,方法をも内

示している,支援の一手段でなければならない｡LDペー

パーを使った国語の授業は,その成功例であったといえ

る｡

秋田東中学校は当時35学級 1400人の生徒が在籍する

大規模校であり,高校受験を控えた中学生を対象に学校

ぐるみで学び方学習指導に取り組むことは,さまざまな

問題を抱えていたことが予想できる｡事実,島政雄は｢授

業時数と進度の関係による教材の基本的事項の精選と系

統化の問題,また,毎年二十名前後の職員の異動に伴っ

て,そのつど指導陣客が変わることなどから,ややもす

ればその研究実践に深まりがなく,形式的に流れがちで

あり,毎年同じことの繰 り返しで堂々めぐりをし,なか

なか前進していないのが偽らざる姿である｡いまさらな

がら自主学習力の定着,積み上げ指導のむずかしさが実

感される｣と述べて,学び万学習をたえず新鮮味を失わ

ずに推進していくことの困難さを吐露している｡く教育内

容とともに学習方法の習得を),〈基礎学力の定着ととも

に学習意欲の昂進を),こうした願いはすべての教師のも

のであり,しかも容易にはかなえがたい課題である｡秋

田東中学校はこのような課題を抱えながら,秋田県にお

ける学び方研究の拠点校 としてその研究成果を県内外に

問い続けた｡

次に小学校における ｢学校 ぐるみ｣の学び方研究の例

として広面小学校,大曲市立大曲小学校の実践を取り上

げて考察してみたい｡

(3) 鶴寄金三郎の ｢学習プロジェクト｣の実践

『学び方教室』に掲載されている秋田県関係の実践記

錨の中でも,鶴谷金三郎が唱道し,校長として学校経営

の指針とした｢学習プロジェクト｣の事例は出色であり,

今 日その実践的価値が教育学の立場から正 しく評価さ

れ,｢学習プロジェクト｣の先駆性があらためて再認識さ

れる必要がある｡鶴谷金三郎は,横浜国立大学教授伊東

博と秋田市立明徳小学校で同級生であり,伊東博に理論

的な指導を仰ぎながらこれを ｢学習プロジェクト｣の名

称で小学校教育に具体化し,広面小学校での実践指導を

経て旭北小学校で開花させた｡その成果は 『子どもの自

己実現と人間学習』(伊東博･秋田市旭北小学校著 明治

図書 1977年)に結実している｡

伊東博は,かねがね ｢人間中心の教育｣ということを

主張し,その実現のため学校 というものを全面的に見直

し,学校を総体として変革すべきだと強調してきた(6)｡

｢人間中心の教育｣とは,伊東博によれば,国家や社会

の要求に個人を合わせてこれに文化や知識を一方的に伝

達し注入する｢文化財中心の教育｣に対置され,｢個人に

とって善なるものは国家にとっても善である｣というア

メリカ建国の精神,すなわち個の確立を目指す個人主義

の精神を受け継 ぐものである｡したがって ｢人間中心の

教育｣は,｢ひとりひとりの可能性を現実化する｣｢自己

実現｣を目標とする｡つまり,伊東博の主張は,｢文化財

の伝達｣から ｢自己実現｣の教育への全面的な転換を図

り,子ども一人一人の可能性を全開させる具体的な条件

整備をし提供するのが,学校の任務であり責任だとする

ところにある｡このとき,教師は子どもの立場に立って,

子どもとともに,その子どもの可能性に気づき,それを

開発し,現実化していくこと,換言すれば子どもの自己

覚醒と自己実現の過程に同伴し支援することが求められ

ているOもう少しいえば,私とは何か- 私という人間

は何ものなのか,その子どものアイデンティティの獲得

に教師は真筆にかかわることが求められる,というので

あるo

伊東博はこの ｢人間中心の教育｣への転換を,全米教

育協会 (NEA)の教育課程論に立脚した学校経営の転換

によって達成することを提唱する｡｢学校の人間化｣を進

めようとするこの全米教育協会 (NEA)の教育課程論は,

次の三つの領域に分かれる｡

カリキュラム Ⅰ-学問領域に準じて分けられている

従来の ｢教科｣

カリキュラムⅠⅠ-集団参加と人間関係 (児童会 ･生

徒会 ･学級会などの集団活動)

カリキュラムⅠⅠⅠ-自己理解 と自己実現

伊東博はまずカリキュラムⅠについて,従来の学問領

域に準じて縦割りに分断されている ｢教科｣の枠をはず

して,学際的で横断的な教育課程を編成し,人間の生き

方にかかわる主題を設定して総合学習,総合単元を展開

すべきことを主張する｡これは,立論の根拠が異なると

はいえ,平成8年7月19日に出された第十五期中央教育

審議会の第一次答申にある,｢生きる力｣を培うための｢総

合的な学習｣の提唱やクロス ･カリキュラムと符合する

ものである｡伊東博はまた,カリキュラム Ⅰによる学習

は概念の学習にとどまっていることを指摘し,カリキュ

ラムⅠⅠによって集団に参加したグループ ･ダイナ ミック

スを体験する過程で人間関係や他者とのかかわり方を体
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得する学習指導の必要であることを説く｡ただ,伊東博

は留意点として,カリキュラムⅠⅠの実践は教師自身にこ

の体験が豊富にあること,カリキュラムⅠⅠはカリキュラ

ム Ⅰと切 り離されているのではなくカリキュラム Ⅰにも

浸透するものであって,その相互作用をその場その場で

教師が見極め活用すべきことをあげている｡

カリキュラムⅠⅠは ｢人間であることの社会的局面を扱

う｣ことに特色があるとはいえ,｢個人的な局面｣を扱う

カリキュラムⅠⅠⅠにはなお及ばない｡伊東博はカリキュラ

ムⅠⅠⅠの実践化が困難であることを述べつつ,子どもたち

がその子どもなりの独自の方法を選んで意欲的に自分と

いうものの人間性を追求し,自分のもっている可能性を

現実化するような支援の方法,学校経営を望むのである｡

鶴谷金三郎は,伊東博の理論を教育者としてどのよう

に具体化 し,実践化に向けて職員をどのように実践指導

したのであろうか｡

鶴谷金三郎の実践論は,伊東博の理論に ｢プロジェク

トティーム｣の発想を組み合わせたところに特色があ

る(7)｡官庁や企業で,広い分野にわたる社会問題や災害に

総合的に緊急に対応するためには,局 ･部 ･課 ･係とい

う閉鎖的なタテ組織よりも,各部署から必要な人材を集

めて ｢プロジェクトティーム｣を作り,総合的な判断と

多様で臨床的な活動を展開して,タテ組織の活動を補う

必要がある｡近年,社会の組織が巨大化し複雑になると

ともに,従来にない人為的災害に見舞われるようになり,

このことが一層痛感される｡｢プロジェクトティーム｣に

見られるように,タテ組織からヨコ組織-,タテ思考か

らヨコ思考-の発想の転換が,学校教育においても,学

際的な倉科的 ･総合的な学習,総合単元,学年所属の教

員全員によるティームティチング,それらによる子ども

一人一人の多面的で全体的な人間像の把握などに必要と

されるようになった｡

鶴谷金三郎の唱える ｢学習プロジェクト｣とは,ヨコ

組織･ヨコ思考と全米教育協会 (NEA)の教育課程を結

合させた実践方法論,教育課程論であって,いわゆるプ

ロジェクトメソッドとは異なる｡確かに,｢学習プロジェ

クト｣は,子ども自身による計画の立案と作業単元の組

織化によって学習活動を展開する点ではプロジェクトメ

ソッドとは似ているけれども,プロジェクトメソッドが

前述のカリキュラムⅠにとどまっているのに対して,｢学

習プロジェクト｣はカリキュラムⅠⅠⅠまでをも含む,｢人間

中心の教育｣に向かう学校変革の実践的提唱であった点

で異なっていた｡

旭北小学校の ｢研究構造図｣は, トノブ ･ダウンの方

向としては,｢魅力ある人間の育成く人間性豊かな教育を

求めて〉｣という学校目標があって,これが教科･道徳･

特別活動の各領域ごとの指導目標に細分化され,研究

部 ･教務部 ･総務部 ･庶務部の各部が ｢変容する社会に

対応できる子どもを育てるための学習指導｣という共通

の指導法によって学校目標を具体化する仕組みになって

いる｡またボトム ･アップの方向としては,学習プロジ

ェクト･総合単元 ･教科単元の三種の単元が各学年部の

年間指導計画に配置され,｢魅力ある人間の育成〈人間性

豊かな教育を求めて〉｣という学校目標を具体化すること

を目指すo

たとえば2年部の年間計画表では,4月にプロジェク

ト ｢自己をみつめて｣を設定することが学牛部会で提案

され,教科単元がベースとなって体系的に展開される流

れの中に,5月は16時間の｢学習プロジェクト｣,6月は

21時間の｢ちびくろさんぼ｣の総合単元,7-8月は20時

間の ｢夏休み学習プロジェクト｣,10月は37時間の総合

単元｢虫の世界｣,12-1月は20時間の｢冬休み学習プロ

ジェクト｣,1-2月は21時間の総合単元というように,

学習を積み重ねることによって,自然やさまざまな人間

とのかかわりの中で生きている自分を見つめさせ,まと

めとして3月に｢わたしと友だち｣という主題で20時間

の｢学習プロジェクト｣を組み,2年生なりに社会的存在

としての自己理解を深めさせようとしている｡

｢学習プロジェクト｣の特色は,第一に学年部で学習

指導要領の徹底的な目標の洗い出し,基礎的な学習内容

をおさえて実践に臨んでいることで,図 1のような目標

分析と基本計画案を作成している｡基本計画案は,ある

話題をめ ぐっての問題解決型学習が設定されているのも

特徴である｡この基本計画案の様式は各学年とも同じで

ある｡

第二には,この基本計画にそって,この話題につなが

りのある課題を子どもが自分の力で設定し,情報処理の

過程を踏んで解決するよう単元が組織されていることで

ある｡たとえば三年生の学年末の学習プロジェクト ｢こ

の一年を｣では,図2のような流れにそって,子どもた

ちが自分の生活や学習をふりかえr),匹]年生に進級する

心構えや抱負をもつように単元が構成されている｡ここ

には,｢まず,教材ありきからの脱却｣が図られて,+ど

もの生活そのものから教材が開発されている｡鶴谷金三

郎は ｢学習プロジェクト｣の ｢基本的立場｣は,｢十ども

の側に立｣って ｢子どもの持つ｣多様な ｢能九 知的好

奇心,興味,欲求｣に ｢対応する学習計画を準備するこ

とにより,可能性,創造性の開発ができる｣教育方法を

追求することであると述べている(8)｡

第三に,｢学習プロジェクト｣実施にあたっては,45分

という平常の時間割の枠が取り払われ,90分の｢ゾーン｣

を午前中に2つ午後に1つ設定したロングタイムの日課

表か基本となっている｡

鶴谷金三郎は ｢学習プロジェクト｣の方法として ｢①
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<予潰される学習活動>
豊かな人について話 し合い､

学習の方向をつかむ

鼓材文 ｢高い石の杜｣を読み

全体の学習兼題を解決する

豊かな人についての各自の学

習弄宅を決める

崇拝を収集 し､学習の手点を

考えて学習茶色を解決する

各自の学習諌烏を解決 したも

のの交淀を開く

すぐれた芸掛こふれる

< 活 動 の 分 析 > <培いたい 力>
1.豊かな人について話 し合う

･映責を見て･物吾を読んで

･体故発表をもとに

･京浜との話し合いをもとに

･イソ8ビ_一色もとに

2.学習の全件計西をたてる

学習の課息を出し合う

.生せ人物の音始や考え方

･作者の言いたいこと

･つづ書物書を書く

2.課題にそって学習を進め全体

で話 し合う

3.発展落度で学習する
4.皇かな人について自分の学習

課者を決める

1農烏解決のための学習計責を

たて資料集めや丙圭､表記.

発表の方法を考える

2_予想される課虜

･芸術作品を生井する･満作

活動･健康運動面から･知

敦を広める･創作活動をす

る ･日常生活の中から

3度沈のためまとめをする

I.交沈会をもつ

･ひとりのものをみんなで見

たり､押いたり

･グループごとに･お互いに

2.遊び (昔のもの､くふうされ
たもの)を楽しむ

3.+ぐれた芸術作品にふれる

･絵貞 (美術虎で)･青果監

学
習

k
烏
を
決
め
る
.

学
習
計

再
を
立
て
る
.

o現
在

の
社
会
や
自
分
を
み
つ
わ
､
自
己
A
Jよ
り
皇
か

な
も
の
に
し
1
う
と
努
力
す
る
カ

教科の枠にとらわれない ②学級の枠にとらわれない

(卦教室の枠にとらわれない ④時間の枠をはずす｣こと

をあげる｡また,｢学習プロジェクトは,計画･実践など,

学習のすべてを学年で進める｡休憩はいつでもとれるし,

学習の場も教室に限らないで,校舎のあらゆる空間を利

用する｡校外-も飛び出すこともある｡勿論,校時を区

< 内 容 の 分 析 >
･心を強く打った様々なことを他の

人にわかり易く話ができる

･政商や物話から皇かな人について

感じとること

･豊かな人とはどんな人をいうか考

えること

科>映声･物蓄>

したりする

つイき物津を書き話し合5こと

よって人それぞれの考えを持って

いることに気づくこと

･荒んだり暮いたりしたことで出

来た間題意敦を次につなぐこと

<資料>高い石の杜

心に自分の考

えをはっきDさせて感想文を書く

こと

書き手の考え方と自分をくらベ

がら畳かな人についての見方 ･考

え方を広げること

･皇かな人(心 )に粥した記事集め
･美しい曲にふれたり作ったりする

こと

･かいたワ作ったD見たりすること

(投)

噂

とった気持ちをくふうして革ナこ

と

青菜を閃き､絵も見､美しいもの

lこふれることのよさを感じとサ自

己を高めること

略

<播専要額との関連>
中心点がはっきりする上う

話したり､相手の言おうと

することを正しく沌くよう

にすること

みとった事がらについて

惑丑や意見をもっこと 一

･読みとったことについて話

し合い､ひとりひとDの受

け板9万の違いについて考
えること

分の考えをはっきりさせ

て文章に書き表わそうとす

ること

･書き手の物の見方 ･考え方

について考えること

･各種の箕科を効果的に活用

してできるだけ広い視野か

ら召:会事象をとらえること

･青菜の美 しきを全件的に味

わって叩くこと

･遣形晶の美 しさやよさを味

わうこと

ために月庁を考えて話した

りまた岳の要点を考えてさ

したりすること

-美しいものや崇高なものを

尊び清らかな心をもつ

切るベルの合図もない｡学習が自らの手で,自らの考え

でなされることによって,あらゆる活動は,強いられた

活動ではなくなり 『私の活動』となる｣と述べて,オブ

ンスペース,オブンスクールの発想を実践に活かそうと

した(9)｡従来の,教室に学習空間を限定し,学習態度を統

制して一律な思考活動に収赦させがちな,教師主導型の

｢授業｣観を大胆に打破しまうとする鶴谷金三郎の学校

変革が旭北小学校で試みられたのである｡

第四に,自己理解ノー ト 『わたし』の編集 ･作成があ

げられる｡

旭北小学校では,学習プロジェクトの中にすべての学

年で共通に ｢自己を見つめて｣を取り上げ,系統的な学

習指導をノ行うようになったoその実践研究の過程で,伊

藤博の研究室試案を参考にしながら,試行し改訂を加え

て独自のものに作り上げていったのが『わたし』(伊東博

監修 大阪心理出版)である｡『わたし』は各学年用6冊

と教師用手引きからなっており,たとえば1年生用 『わ

たし』は,表紙裏に ｢このほんは/わたしがつ くるほんで

す/わたしのことを/じぶんでかんがえるために/つ くる

ほんです｣という言葉があって,目次には

①わたし ②わたしのかお ③わたしの手 ④わた
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しの足 ⑤にゅうがくまえのわたし (昏わたしのか

ぞく ⑦わたしのじかん ⑧わたしのだいすきなも

の ⑨手でさわる ⑲わたしのよみもの ⑪わたし

のたからもの ⑫わたしと学校 ⑲わたしのともだ

ち ⑲まわりの人のみたわたし ⑮これからのわた

し ⑲おせわになった人 ⑰おとなになったら ⑲

わたしのこの一年 ⑲二年生になったら

という項目があり,子どもたちが自分というものを心と

体 ･他者の目･生活のリズム ･成長の軌跡など多面的に

認識できるよう工夫がこらされている｡1年生用 『わた

し』の編集を基調にしながら各学年では発達段階に即し

た項目が設定されて,これを積み重ねて指導し保有させ

ることにより,心身の調和的な全人的な発達が自己認識

できるよう配慮がなされている｡

『わたし』は,県外の小学校からも注目され,現在で

も全国各地で,道徳の時間 ･自由裁量の時間 ･学級指導

の時間 ･国語の時間 (の補助教材)に各校の実態に合わ

せて使われており,反響の大きさをうかがい知ることが

できる｡

鶴谷金三郎の ｢学習プロジェクト｣論は,一斉指導に

よって知識の定着を図ることになれ親しんでいる教師た

ちに,短期間のうちに容易に受け入れられたわけではな

いC｢学習プロジェクト｣の発想･実践方法を理解できな

い教師たちが,とまどい ･不安 ･反発 ･抵抗感 ･疑問な

どをもちつつ,鶴谷金三郎の指導によって試行を積み重

ね,実践を一つの型に仕上げていった｡その過程や,そ

の過程で体験した生々しい自己変革の記録が,秋田市旭

北小学校-教師集団編の 『或る記録～かわる子どもとそ

の教師たち～』(1978年)にまとめられている｡

さて,旭北小学校の ｢学習プロジェクト｣は,当時他

校の教師たちにどのようにうけとめられたのであろう

か｡境田康太郎は,中間公開研究協議会で出された質問

や意見を次のように記している｡(10)

(彰学年の系列は, (診教科の組み方は, ③学習プ

ロで取り上げた場合と教科で取り上げた場合の取り

扱い方や内容のちがいは, ④時数は, ⑤ ドリル

や教科単元学習との関連は, などである｡これら

は,現在も続いている質問で,教科学習の枠で学習

を考えている人々にはいつになっても割 り切れない

問題であろう｡また,意見としては,

(彰過度な児童中心主義 .自己中心主義におちいらな

いか/②系統性 ･体系性がうすめられないか/③科学

的認識力を欠かないか/④時間の弾力的運用に問題

はないかなどまた,学習訓練の面から

(乱思考が養われたつもりではないか/②資料を自分

のことばでまとめてるか/③資料の組み方に吟味が

必要でないか/④内容主義的方向-走 り技能が薄れ

ないか/⑤40時間の課題意識の持続は可能か/⑥子

どもの能力と探索の見極めは,などであった｡なお,

これらは,単なる批判というよりも各学校が,新教

育課程の方向を察知し,旭北小の子ども主体のゆと

りある豊かな学習の方法としての学習プロジェクト

に対し,問題点の解明を求めつつそれをそしゃくし

ようとした努力であったろうと,わたしは感じてい

る｡

ここには,｢学習プロジェクト｣の抱える課題が多面的

に指摘されている｡

第一は,伊東博の ｢人間中心の教育｣論に寄り掛かり

過ぎて,指導が ｢自己を見つめる｣という主題に収赦し

過ぎていることがあげられる｡主題をもっと多面的多角

的に考案し実践化する必要があった｡

第二には,｢学習プロジェクト十 教科単元 ･総合単元

の相違や関連で明確ではなく,これらを時期を違えて交

互につないでいくのではなく,年間を通じて有機的に組

み合わせた一貫した学年の計画が必要であった｡

第三は,基礎学力の定着という点からの懸念である｡

旭北小学校では確かに ｢学習プロジェクト｣と教科単元

とをつないでドリル学習を実践して基礎学力を培ってい

る｡しかし,豊かな教育がそのまま確かを力を培うこと

である教育,確かな力を培うことそのものが豊かな教育

になっている学習指導がどのように実践されたのか,記

録からは見えてこないのである｡

このことは学力観にもかかわる｡伊東博は,｢私は,や

やもすれば 『教育目標』として受け取られやすい 『基礎

学力』を,読み･書き･そろばんという,『アタマ』だけ
の学力としないで,(1)主体性,(2)協働性,(3)追求性,(4)

実践力,(5)感ずる力,(6)愛する力,(7)体力,(8)生活力と

しての知力,などの八つの全体的領域 として捉えてい

る(10)｣と述べて,これらの生きて働 く統合的な知を基礎

学力とすることを主張している｡これをどのように受け

とめ評価するかは,現在のいわゆる ｢新学力観｣による

実践の進め方にもかかわる重要な問題である｡

ともあれ,旭北小学校の ｢学習プロジェクト｣は1970

年代後半に革新的な実践的提案として世に問われ,秋田

県内外の反響を呼んだ｡旭北小学校の実践は,次期学習

指導要領改訂に向けて,各地の小学校でクロス ･カリキ

ュラムによる総合的な学習が試みられ,その実践報告が

出されている現在,まさに今 日的な実践であった｡その

ことが当時正しく評価され批判され,きたるべき実践に

向けて各校でも推進されるべきであっただろうo

Lかし,残念ながらそうはならなかった｡旭北小学校

でも校長が代わると ｢学習プロジェクト｣は全面的に否

定され,断絶した｡これについて伊東博は次のように述

べている｡
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ここでついでにふれておきたいことがある｡この旭

北小学校の実践は現在どこの学校にも受け継がれて

いないであろう｡校長が代わると,いかにす ぐれた

研究･実践でも,泡のごとく消え去ってしまう例を,

全国に数多く見てきた｡この教育実践の進歩を妨げ

ているのは,いうまでもなく,地方行政にいまなお

はびこる立身出世主義である｡抜本的な行政改革を

望む｡(ll)

伊東博の物言い,とりわけ結末部は全面的には肯定L

がたい｡新しい校長が自らの力量を示すために前任者の

方針を覆すことは,学校経営の権力行使 としてはよくあ

ることで,それが彼の教育観や学力観に基づ くものであ

る以上,むやみに抑止することはだれにもできないであ

ろう｡しかし,行政的配慮としては,交替する二人の校

長の教育的信念を勘案し,前任者の実践をさらに進展さ

せるような措置を講ずることも場合によっては必要であ

ろう｡そうした意味では,伊東博の指摘も意義がある｡

｢す ぐれた研究 ･実践｣を一貫して持続し発展させてい

く学校経営責任者の判断や,その真価を洞察し支援して

いく教育行政がいつの時代 も必要 とされるのである｡

以上,鶴谷金三郎の ｢学習プロジェクト｣について,

秋田県学び方研究会の歴史の-コマとして簡略に触れて

きたが,伊東博の理論 ･残存している指導案 ･子どもの

学習記録等を精査 し,その意義 と課題について後日あら

ためて別稿で論ずることにしたい｡

(4) 大曲市立大曲小学校の実践例

次に大曲市立大曲小学校の実践について考察してみた

い ｡

昭和 47年 7月10日に大曲 ･仙北学び方研究会が設立

された｡これは大曲小学校長渡辺正巳の尽力によるもの

である｡同会所属学校の中でも大曲小学校は渡辺の熱心

な指導 ･運営のもとに県南における学び方学習指導の拠

点校 として長期にわたり先導的な役割を果たすことにな

った｡

秋EI]県学び方研究会が具体的に活動を開始 した昭和

45年度以降,大曲小学校で設定 した研究主題を列挙する

と次のようになる｡

昭和45年度 主体的 ･創造的能力の開発

昭和 46年度 一人ひとりの能力を開発するための

指導---自主的態度の育成･創造性の伸

長

昭和 48年度 一人ひとりの児童の能力を引き出し,

育てる手立てはどうあるべきか

昭和49年度 一人ひとりの子どもが,自己の能力に

目ざめ,未来に生きて働 く能力を創ろう

と育つための指導はどうあればよいか

昭和 53年度～昭和 55年度 よろこんで学習に立ち

向かう指導

とりわけ昭和 49年度は,上記の研究主題で第四回秋田

県学び方研究協議会を開いており,県内外から800名が

参加する大きな研究会 となった｡

大曲小学校の昭和 49年度の研究主題は達成 目標が高

く抽象的であるが,具体的な重点事項には ｢意味学習｣
(学習活動を展開する前提 として子どもが学ぶことの意

味や価値を自覚すること)と,｢まとめ学習｣(その時間

の学習過程や思考過程をふりかえることによって,学習

の進め方や思考操作を学び,あわせて習得すべき知識 ･

技能を確認して,このような教材にはこのような学習の

進め方が必要であり,このような考え方が適切であると

意識させる,整理の段階を重視すること)があげられ,

教材の中から問題を発見させ,時間ごとに学ぶ仕方と学

習展開 (問題解決の過程)を明確にすることに留意して,

｢教わる学習｣から ｢学びとる学習｣-の転換を一層推

進しようとしている｡その成果は,｢わたしの勉強法｣と

題した六年生竹内真理子の児童体験発表にもうかがわれ

る｡竹内は ｢勉強が楽しくなった四つの理由｣として,

①自力で問題が解決できたときの喜び(自信),② ノー ト

に自分の学習のあとや考えの道筋がたくわえられる (成

長のあと),③ひとり調べによって友達 と学び合い自分を

伸ばせる(吸収),④何をやるかがまえもってわかるので

や りやすい (計画性)をあげている｡また,｢勉強の心が

け｣として,(かにがてな教科にも挑戦する,②どんな問

題にも自分の考えをもつ,③予想を必ずもつ,(彰友達の

考えに耳をかす,⑤学習のあとを記録 (ノ- ト)に残す

ことをあげ,問題解決の過程を踏んだ自己学習を意欲的

に行おうとする態度を表明している｡竹内は中でもノー

トの機能を重視 し,自主的に計画的に学習を展開させる

ためのノー ト,思考を練 り深める過程を記録するための

ノー トを自力で考案し,それを聴衆に公開し説明を加え

ている｡学び方学習指導では,学習目標を達成するため

のこうした技能や能力を培 うことが重視 さるべ きであ

る｡

この研究協議会のユニークさは,地域の児童による学

習体験の発表のみならず,保護者による く子どもの家庭

におけるひとり学びのさせ方)に関する発表も企画して

いる,中二で,家庭 と学校 との緊密で適切な連携が学び方学

習指導には不可欠であるという主催者側の認識が示され

ている｡『学び万教室』には,これを反映して大曲･仙北

学び方研究会所属校の子どもたちの学習体験発表が数多

く発表されている｡

大曲小学校の学び方学習指導を支えているものに,独

自の学級づ くりの実践がある｡同校は当時 1700名の児童

を擁し,44学級で構成される大規模校であった｡全学級
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が学び方学習で統一されながら,各学級が個性的な学級

づ くりを打ち出すために,学習コーナーや提示,学年全

体で総合的学習 ･文集づ くり,特別活動を生か した学習

活動などに工夫がこらされている｡この ｢子 どもととも

に学び方が育つ学級をつ くる｣ことを通 して, 自己学習

によって自己表現 ･自己実現ができる子どもの育成が目

指されていた｡

昭和 53年度～昭和 55年度の研究主題 ｢よろこんで学

習に立ち向か う指導｣には,それまで繰 り返 しつけられ

ていた ｢主体的｣ とか ｢自主的｣ という文言はない｡ し

かし,これは研究の後退を意味するのではなく,｢主体的｣
とか ｢自主的｣ という抽象的な言葉 をわか りやす く具体

的な文言にかえ,図表に見られるようなきめ細かな実施

計画を立てて,子どもたちが学校での教科領域すべての

活動 をあげて①探究すること ･②学びとること･③通 じ
合 うことに取 り組み,学びの基礎 となる力を培おうとし

ている｡そのために,一人ひとりの子どもの学習の実態

を把握することと,授業の自己分析による絶えざる授業

改善に努めることが実践の基本的態度 として共有されて

いる｡

研 究 の 推 進

昭和55年度 探 究-完成へ近づ く

昭和54年度 (継 続)-探 究

昭和53年度 ｢研究主席｣の解明

① 探究すること (参 学びとること ③ 通 じ合 うこと

数 年斗 学 校 行 事 道徳.学級会･学級指導

各扱稗毎に研究生鹿
を設定し.研究計画
を立てる.

各故科の研究計画に
基づいて､実技研究
をする.
座序表･カルテ･技
差押価について各牧
村毎に枚附し合い､
理解を羅める.
拓内研作の授業者決
定;

全且研Jfに上り､
各行事のhらいに
ついて共通旦塀を
田も.
各行事の展開は領
地別研Ifを行い.
未払計画を作成す
ち.
全67大会について
の事前研究会をも
つ●
全国大全.市中公
開.

･技芸研究を蛙として.
主拡解明:探究のた
めの毛も内研椎をする.
･吐合･旦輪について
は.指事主事をtlか
え､金具で研究を深
P)ち.

･全tE大全での指導
･助言を歩考にし
て.このあとの行
事の実祐計画を再
圧枚付し合う.

･研究主唱を設定する.
･研究計画を立てる.

'生見の共通理解をf2)ら
研11をもつ.
･学級指･.Vの年間計画に
ついて検討し､年rLq計
画を作戒する.
･各号穴城軽に奉扱者に授
業淑示できる態勢を望
える.
･退廷については.請;正
排の研究計画に基づき.
研究の実技を拝めるよ
うにする.

･今年度研究の1.,aitを
まとめる.
･会見が一人一生qlの
もとに軌鞍する.
･次年度の研究方向を
定めも.

実技記録を'Ji放別
に繁埋する.
来年度行中の改屯
について検付し合
う.

一年間の実技に基づい
1:改定をする.
タラlT･手鼻全の改椛
について決定する.

大曲小学校の学び方学習指導の実態は,『学び方教室』
誌上の少ない紙面からは具体的に総合的に十分にうかが

うことはできないD しか し,研究の趣旨説明に使われた

用語のレベルの高さや実践報告の充実ぶ りか ら,今 日か

ら見ても高い水準の実践が学校 ぐるみでなされていたこ

とが うかがわれる｡

以上,秋田東中学校,広面小学校,大曲小学校の実践

例 を当時の秋田県における学び方研究の典型 としてあげ

たが,他の小 ･中学校でもユニー クな学び方学習指導が

試みられていたことはいうまでもない｡

(5) 草創期 ･隆盛期における近藤図-の活動や役割に

ついて

近藤図-は, 日本学び方研究会副会長を務めるととも

に,昭和 53年 8月の役員交替まで秋田県学び方研究会長

として会の育成指導に当たった｡昭和 44年の創立か ら五

回にわたる研究協議会の運営 と学び方研究の推進, 日本

学び方研究会 との連絡調整や講師の招聴,所属学校にお

ける校内研究会の指導助言,秋田県学び方研究会の事務

処理などの役割がその主な内容である｡

また,年表にも示されているように,『学び方教室』お
よび明治図書の 『教育科学国語教育』にさまざまな論題

で学び方に関する論考を発表し,実践の方向を示 してい

る｡

これらの論考に交 じって,近藤国-の指導を受けた実

践家 との次のような共同執筆 ･共同研究,対談や鼎談を

行っているのが注目されるO 近藤国-の秋田県の実践界

に対する影響力の大 きさや, 日本学び方研究会内での近

藤国-の実践理論に対する評価の高さをものがたってい

よう｡

近藤国一 ･仙北谷岩夫共同執筆 ｢学ぶ力を育てる

『書 く』指導｣

共同研究 ｢学び万を育てる国語の授業- 指導の

ねらいと指導法十のポイント｣

対談 近藤図一 ･柏木勇夫 ｢学ぶ力を育てる 低

学年国語の場合｣(1)(2)

鼎談 ｢学び方学習に 『活』を入れる｣

対談や鼎談を聞いたり読んだりするおもしろさは,会

話の流れに促されて話 し手が自分の考えの真髄を凝縮 し

て表出し合 う,そのや りとりの妙味を楽 しめるところに

ある｡その表出は,個々人の書き言葉による論述 とは違

って体系的な論理で貫かれていないけれども,瞬間的な

言葉のひらめ きにその人の考 えのエ ッセンスが うかが

え,その人が何冊かの著書をもっている場合には,それ

らを貫 く信条や信念に肉声を通 して接 したような思いに

さえなることがある｡鼎談 ｢学び方学習に 『活』を入れ

る｣の中の近藤国-の言葉には,学び方学習指導の,こ
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うした意味でのエッセンスがうかがえる｡(以下,｢｣
か近藤国-の発言である｡)

この鼎談では,まず く子ども主体)の学習が依然とし

て実現していない現状が話題になっている｡それを打開

するためには,教師が｢子どもといっしょにくらすこと｣

によって ｢子どもが喜び勇んで追求する問題や課題｣を

具体的につかみ,それを ｢子どもの学習探究の心を揺 り

動かす｣学習材を教師白身が開発し,子どもが夢中で取

り組む学習活動を設定すること,しかも低学年の総合学

習にみられるように ｢総合をふまえた分科教育｣をする

ことによって ｢子どもを全体的に把捉しようと｣するこ

とが必要であることが話し合われている｡(子ども主体)

の学習には,教師が何よりも子どもの生活実態や欲求課

題をよく知 り子どもの心の開発に努める真筆な研究心の

必要なことが指摘され,安易に (子ども主体)という言

葉に寄 り掛かり学習活動を放任することが厳しく否定さ

れている｡生きた子どもの実態を知悉し,必然的な学習

の内発的動機となる問題意識をもたせることが主体的な

学習の第一の成立要件であることが指摘されているので

ある｡

近藤国-は,しかし,問題意識をもたせることだけで

は学び方の学習指導は不十分であり,子どもが学習対象

の ｢底にひそむ価値-のあこがれ｣をもち,その追求を

｢ある強い意志を持ってや りとおす｣態度が必要だと述

べている｡これは,後年近藤国-が ｢学習意志力｣と命

名しているもので,持続する探求心,途中での挫折や障

害を克服して形ある成果にまとめあげていく精神力が鍛

えられねばならないであろうo子どもが学習意欲を失う

ことを恐れて安易に子どもに妥協することはかえって学

習の充足感を殺 ぐことにもなりかねない｡くすすんでや

る)こととともに くや りとおす)ことが奨励されねばな

るまい｡

ただ,いたずらに精神主義的にならないこと,どの子

どもにもひとしなみに ｢学習意志力｣を求めないことに

留意すべきである｡

また近藤国-は,｢好奇心･探求心は,きちんとした生

活をしていなければ起こらない｣ものであって,｢規律あ

る生活｣をすることが ｢驚 くべきことにぶつかって好奇

心を起こ｣すことにつながることを述べている｡これに

は一理がある｡仕事であれ芸能技芸であれ,あるものご

とにこだわり続けて精進しているとき,折に触れて揺す

るものごとが大きな示唆になって飛躍的に向上 した経験

をだれしもがもつ｡しかも,一つのことに賭けている人

間には,それ以外のものごとに対する問題意識や観察眼

も鋭い｡事象に内在する意味は万人に平等に開かれてい

るけれども,それを真に受けとめ明らかにできるのは,

心が意味化の態勢にある人間,意味化の必要に迫られて

いる人間のみである｡そうした意味では,｢規律ある生活｣

をすることは学び方の前提条件だといえる｡

鼎談では次に,子どもの問題解決の能力が本物の学力

になるための条件が話し合われ,習得した知識を既有の

知識構造の ｢網の目に総合化,体系化していく,関係づ

けていく力｣,学んだことを組織化･構造化する力を培う

ことの必要性を指摘している｡これは認知心理学の話題

となっている ｢体制化｣の問題であって,学習の重要な

視点である｡近藤国-は,その際,問題解決能力の下位

能力となっているさまざまな ｢知識や技能｣を軽視しな

いこと,それらの ｢知識や技能｣を単なる ｢理解で終わ

るとか,試行 ･経験させて終わるのでは｣なく,｢習熟｣

するまで ｢訓練｣し,｢知識や技能｣が無意識に使えるよ

うになるほど習慣となり ｢パーソナリティ化｣すること

が必要だと述べている｡ここにも,学び方学習に対する

甘い見方が退けられ,学び方学習のもつ行的な面が強調

されている｡

近藤EB]-は,こうした本物の学力を培うために,子ど

もの発達段階に応じた適切な ｢ステップ ･プログラム｣
を組むこと,学び方を体得させる ｢目的を成就させるた

めに必要な手引き｣が開発さるべきことを述べて,単元

学習にも言及している｡

鼎談 ｢学び方学習に 『活』を入れる｣は,わずか4ペ

ージの小さな記事にすぎない｡しかし,後述するような

近藤国-の学び方学習指導論の核心にふれる発言が多く

見られ,示唆に富む｡

ともあれ,この鼎談では題名の ｢学び方学習に 『活』

を入れる｣に示されるように,学び方学習に対する楽天

的な見方は厳しく排され,実践の場からの鋭い自己批判

が展開されている｡それだけに,本物の学び方学習とは

何か,学び方学習で培う本物の問題解決能力とは何かと

いうことに対する真剣な問い掛けがなされている｡こう

した県談は他の都道府県の支部会員によってなされては

いず,この時期における秋田県学び方研究会の実績が高

く評価され,日本学び方研究会の運動の方向を示したと

いえる｡近藤図一は,こうした動きの磁場をつくった存

在であった｡

ⅠⅠ 第二期 活動の停滞と学び方教育研究所の設立

昭和50年代に入って,日本学び方研究会の活動は一時

停滞する｡これは,昭和 53年 9月に高沢幸太郎が急死し,

翌年 8月には野瀬寛顕会長が他界するなど指導陣が相次

いで亡 くなり,『学び方教室』も83号をもって休刊した
ことが原因となっている｡研究会の精神的支柱が失われ

て会の結集力が弱まるとともに,採算の取れなくなった

経営から,これまで後ろ盾となってきた小学館が撤退し
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たのである｡『学び方教室』は昭和 54年 4月に 『教育技
術』誌に編入され,さらに10月には復刊第-早 (通巻84

号)が野瀬寛顕会長追悼記念特集として刊行されて,以

降年四回の定期刊行となったが,休刊を機に減少した会

員の数を回復させるには至らなかった｡秋田県学び方研

究会でも,650名いた会員が復刊号以後は50名程度にな

り,その状態をどうにか維持するにとどまっている｡

日本学び方研究会では失地回復のため,昭和 54年 8月

に東大教授柴田義松を第二代会長に迎え,その理論に会

の方針を委ねることになった｡柴田義松は教育学者で,

戦後日本の教育界で行われたプラグマティズムの認識論

に基づ く問題解決学習に批判的論評を行い,教科内容を

科学の体系に即して系統化しようとする ｢系統学習｣論

の立場に立って,問題解決学習を諸科学の基本の系統的

学習をすすめる中で行われる学習形態もしくは学習方法

と規定し,学び方研究会の方法論としてきた問題解決学

習に一つの性格づけをした｡柴田義松はその学説上,1960

年代に民間教育運動として起こった教育の現代化に肯定

的な態度を示 し,理論的な支援 をした研究者でもあ

る｡(12)

柴田義松を会長に迎えたことは,各教科の教科内容お

よび学習指導方法をより系統的に科学的にとらえること

が学び方研究の方向になった点で一つの転換点 となっ

たoLかし,その一方では学び万研究会の活動が教育の

現代化運動に併呑され,学び方研究会の独自性が希薄に

なったことも否めない｡このことは,秋田県学び方研究

会にも見られた｡

秋田県学び､方研究会は以上の理由のほかに,発起人と

なった校長の多くが退職して新しい校長のもとに新しい

学校経営がなされ,学校 ぐるみの学び方学習指導が絶え

てしまうことが重なったこともあって,沈滞した｡(ただ,

日本学び方研究会はその後指導体制を整えて活性化を図

り,愛知県や茨城県を中心に3000の会員を擁するまでに

活動が回復している｡)

こうした情勢の中で,昭和50年初頭に明治図書の江部

満と樋口雅子が来秋し,近藤国一 ･佐々木孝 ･柏木勇夫

と学び方学習について一晩話し合い,学習指導書の干昭子

について検討し合った｡これは,鋭 く時代を先取りする

出版事業の企業戦略から学び方学習に着目した江部が,

近藤国-らの活発な執筆活動を支援して自己学習力育成

の運動を起こそうと企てたものである｡これに賛同した

近藤国-は昭和 53年に自宅に ｢学び方研究所｣の看板を

掲げて自らが所長になり,佐々木孝 ･柏木勇夫を軸にし

た秋田県の実践陣を傘下に集めて,年表に※◎印をつけ

た数多くの学習指導書を明治図書から出版したoこれら

の編著書に近藤国-の学び万研究の実践理論が発表され

ているわけで,小学館から刊行された野瀬寛顕や稲川三

郎らの著作とは違った意味で,広 く影響を与えた｡ただ,

惜しむらくは,刊行の時期が時代の進展よりも少し早す

ぎた｡もし,平成元年告示の学習指導要領とほぼ時を同

じくしてこの企画がなされていたなら,さらに大きな影

響を与えていたと思われる｡本論では後に,今 日の諸種

の自己学習理論や認知科学,評価理論,今日の自己学習

力育成の実践の到達水準に照らして,近藤国-らの業績

を評価し,史的位置付けを試みることにしたい｡

ⅠⅠⅠ 第三期 全国大会の開催と近藤国-の逝去

昭和61年に秋田県教育研究所教育工学研修室長吉富

庸四郎が会長となった｡彼は秋田師範学校附属高等小学

校在学時に,近藤国-から学び方学習指導を指向した教

育を受け,以後もその実践哲学に心服していた｡平成元

年に彼は秋田市立飯島小学校の校長となって学び方学習

指導を学校経営に取り入れ,学校 ぐるみの活動を展開す

ることになった｡その実績が評価され,平成3年に第19

回全国学び方研究集会秋田大会が開かれることになっ

た｡その準備として,近藤国-を中心とした県内の研修

体制を整える傍ら,日本学び方研究会から石川勤会長や

荒井文男副会長を講師に招いて飯島小学校で研修会を重

ねた｡

平成3年10月18日に飯島小学校 (校長吉田金也)と

聖霊短期大学附属中学校 ･高等学校を会場に県内外から

約600が参加し,実践研究が公開されるとともに,近藤

国-を初め四人のパネラーによるパネルディスカッショ

ン｢自ら学ぶ授業をどうするか｣,大東文化大学教授村井

実の記念講演が行われた｡また,19日には文部省初中局

視学官中野重人の記念講演があり,引き続いて行われた

総会では近藤国-が会創立以来の功績を顕彰され表彰さ

れた｡

秋田県学び方研究会の活動はその後も年次総会と研修

会が贋例として行われているが,吉富が退職 した後の飯

島小学校では学び方研究が次第に衰微し,実質的には第

19回全国学び方研究集会秋田大会をもって現職教員に

よる自発的な研修は停止した｡

近藤国一にとってもこの大会が生涯を飾る記念の大会

となったのであり,その後も秋田県学び方研究会の精神

的支柱になったが,平成 8年 5月2日に学び方研究に精

進した生涯を閉じた｡近藤国-の逝去を機に,彼の実践

研究と学び方研究の再検討が秋田県学び方研究会でなさ

れようとしているが,まだ明確な形になっていない｡

以上,日本学び方研究会および秋田県学び方研究会の

動向の中で近藤国-の果たした役割や業績を垣間見てき

た｡次章では,これを踏まえて彼の諸論考を考察し,学

び方研究そのものの実態に迫りたいoその中で,学び方
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研究そのものが教育運動 としていかなる点で実践に有効

に機能 したのか,それにもかかわらずなぜ運動が衰退 し

たのか,教授学的知見から考察を加えてみたい｡

注

(1) 石川勤 ｢21世紀は 『学び方の世紀』をめざして- 日本

学び方研究会の歴史的展望に立って｣(日本学び方研究会

『学び方』平成8･9月号 通巻 188号)

(2)広岡亮歳｢変動する社会は自己教育力を求める｣(『現代教

育科学』明治図書 昭和60年2月号 通巻339号)

(3)木下繁弥 ｢学力論争 解説編｣(今野書清等編 『日本教育

論争史録』第四巻 現代編 (下) 第-法規 昭和55年)

(4)(3)に同じ

(5) (3)に同じ

(6) 伊東博 ･秋田市旭北小学校 『子どもの自己実現と人間学

算』 明治図書 1977年

伊東博 ｢人間中心の教育｣に向かう学校変革 (『教育展

望』第24巻第3号 1978年 4月 教育調査研究所)

(7)鶴谷金三郎 教育の中の挫折一 現代の病巣と教師たち

- (『教育展望』第24巻第3号 1978年 4月教育調査研

究所)

鶴谷金三郎 学習プロジェクトの展開- その背景と実

践例- (『学び方教室』第58号 小学館 1974年 12月)

(8) 鶴谷金三郎 変革の時代～新しい知を求めて 学習プロ

ジェクトの展開 (『風土』第41号 1997年 秋田県教育振
興会)

(9)(8)に同じ

もとその教師たち～』7-8頁 1978年

(ll) 伊東博 美の教育 につ いて (『風土』第40号 15頁

1997年 秋田県教育振興会)

(12) 柴田義松 『授業の原理』国土社 昭和49年
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秋田県学び方研究会の歩みと近藤国-- - 『学び方教室』･『学び方』を中心に

年/月 秋田県学び方研究会の動向を示すl

発表記事､実践発表記事,児童の3

(網かけは近藤図--関係で､※印

また.※⑳印は学び方学習指導l

昭和40 8 秋田県救育技術研究会が ｢学力を高める;

41 ｢El本学ぴカ研究会｣設立 これをき.

44 11 秋田東中学校長近藤図-二を中心に7-者の∃
(発起人 東中.近藤国- 保戸野小

12 仁井ffl小.工藤武& 日新一4日 設立捻会を開く 野瀬寛項目.

45 4 《1》 (r学び方叔室J伽flJ)

57 《2》《4》 近藤国や-_-rl頭憩に自伝をう枕
束中 年丸谷祐司 rぼくの勉.

中通小 高畑垂次郎 ｢算数の草

ll 20日 第-千国救出県学び冶研究臓
研究主題 ｢小.中学校学び方:

12 《9》 内容 公開授業 研究発表 (二束中 島政捷 ｢音楽における一

46 23 《11.》《12》 束中 島政柾 ｢生徒と教師の
佐藤岩夫 ｢学び方研究会に期

佐藤鍵助 ｢秋凹県学び方研究

5 《14》 日新小阿沸正三 ｢r学び方J

68 《15》4日5日 児童の発表 勝平小 野村明

生徒の発表 東中 御代裕子

学び方研究会全国地区代表者

とりあげる方策｣=-_に地区代書

10 学び方研究会全国大会 東北26日 第二国歌別殿学び方研究協釜
勝平小6年 公開研究投票 (

研究発表 東中 島政徒

生徒発表 東中 御代裕子 ｢

47 1 《22》 ぼくの勉強法 藤平小 富樫

2 《23》 東中 島政鹿 ｢学び方を育て

3 《24》10日《30》19日《33》 東や 御代裕子 ｢r学び方を

6 ※近藤掛予 [学習斜面の立て

79ll12 大曲.仙北学びカ研究会発足

稲川三郎副会長による国話の

日新小 安藤クニ子 懸賞募

｢学びカ学習と作文指導

第三回秋悶県学び方研究協議

研究会主題 ｢学び方を身につ

講演 細谷俊夫 r最近の教授

中心に一 一｣

全体指導 野瀬寛顕

近藤同.+:一仙北谷岩夫共同執

高清水中2年B組3班 ｢わが

48 3 《36》 大曲小6年 田中睦子 ｢わた

国連記載事項 (研究会の艇成や活動状況､研究会

発表記事､座談会記魚等 《敦字》は通巻号数)

は r学び方叔室JIr学び方J以外の著書等｡
関連の共毎着で.刊行年の年末にまとめて記載)

を開催ための研究発表会｣

県内にいくつかの研究会が発足

中･高 ･県載香に設立を呼び♯汁発起人が全県小

岩谷貞三 南中･渡辺景-.北中･佐藤岩夫

･阿部正三 聖霊高･富永捻男)

｢学校ぐるみの学習指導｣本学び方研究会会長講演

小野つくし ｢わたしの勉強法｣

学はせ方｣

全額 我田発中学榎 参加者 範508名
府等の問題点｣

日新小 ･勝平小) 研究協議 石川動講演

学び方の指導J

一体化を目指す秋田東中の学び方学習｣

会の近況と動向J

は限りない r可能性Jをひらく｣
･桐生恵子 講評工藤武社

講評.米田文子

近舶 - 協議主義 f学び方研究を全国的に

として発表

島政雄 ｢学び方を育てる学習過程｣

会場 泉中学校

1クラス バスで移動)

r学び方を学ぶJわたしたちの実践｣

司 ｢勅書文のカードの工夫｣ 講評 鈴木晋

る学習過程｣

わたしたちの実践｣

方の瀬等Jr載青郷挙国車載育11177
大曲小学校長渡辺正巳を中心に

公開授菜と許浜 坂藤樹 十一参加

-一子どもの発想を乱立る三年生の抱等一一 ｣

会開催 会場 藤平小

けさせる指導はどうあれはよいか｣

理論の研究一一ブルーナ一理論の特徴と批判を

執筆 r学ぶ力を育てる r書<J楓
クラスのテレビについての実態｣

しの家庭学習｣

と勉強を両立させるわたしの学び方｣

33-

日本学び方研究会の

動向 (｢r日本学び
方研究会130年の
あゆみ｣ 〔r学び方

i188号 平成8
年8月〕による)
【朗設期】

昭和41年7月,初

代会長野瀬寛額によ

って.学ぶ僻の擁立

をはかる ｢学び方研

究会Jが提唱され,

教育技術連盟のなか

に.日本学び方研究

会が､野裁寛轟を会

長に,高沢事大JSを

指導部長にしてiN設

された｡

学び方研究会が創

設された基本的立場

は､学校と家庭が手

をつないで新しい時

代の教育をすすめる

r学び方研究の提唱

｣にあり.野瀬会長

は､ ｢学校と家庭の

TL堀をそれぞれ守り

ながら.子どもの正

しい成長をはかるた

め､自信をもって生

きぬいていく力､そ

の力の収涼となる,

Fたしかな学び方』

を身につけること.

これこそ新時代の教

育課題であり､だれ

もが持たねはならぬ

共通の倣いである｣

と述べ.この ｢学び

方｣の開発教育が､

日本学び方研究会の

めざす目標であるこ

とを明示した｡

▼現場実践による学

び方学習の提案

野瀬寛轟の ｢学び

方研究の提唱｣と期

を一にして.現場実

践の反省から. ｢学

び方学習の必要｣が

提唱された｡昭和4

1年4月､愛知県刈
谷中学校において,

従来の知識の記低本

位,学習の鮭果本位

の人間不在の教育の

反省に立って. ｢自
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協和中3年 角Etl瀬(-r発展学習における学び方｣
本荘南中2年 中原京子･佐藤広追 r学習を自分自身のものとするために｣
近軸 -r学び方を育てる国鼓の撰集美幸糖等のねらいと冶尊法tのポイント｣
大曲小学校で, ｢家庭学習のあり方｣というテーマでPTA研修会を開く
第二回全国学び方研究会全国大会-一児塵と先生の実践発表一一

勝平小6年 八戸由美子 r学習がすきになる私の勉強法｣
鈴木習 r溺遇的な思考力をそだてる学び方｣

秋悶県学び方夏期大学開催 会場 :聖霊短期大学 事務局 :旭北小

講師 :東洋 野瀬寛頼 富永松男 参加者150名 (県外50名)
勝中小6年 八戸由美子 ｢学習がすきになる私の勉強法｣

鈴木晋 ｢伽道的な思考力をそだてる学び方｣

※近藤国- r導入にお汁る個別他の同乱 r教育舟章国丑載曹i弧89
渡辺正巳 ｢F学び方』と子どもたち｣
阿誰正三 ｢r学び方jその蔚点は何か-一野外科学的な方法の復権をめざ

して一一｣

※近藤図一･r予習･復習の坂念を変革せよir教育林学回潜載育J先194
工藤武凍 ｢生きる支えを与える学び方の教育｣
近藤博一 ｢rわかったことJから rわからないものJをj
近藤掬- 提言:rす<やれる教材清選の方法｣ (相談室)銘木晋執筆
大曲小5年 後藤虚子 ｢算数学習のすすめかた｣ 同 黒沢LIl鵜子 r好き
になった社会科の勉強｣

(研究細介) 広面小 ｢学習プロジェクトの展開-その背景と実践桝-｣

(相談室) ｢良い休みを生かす｣北中高橋康夫 中通小阿部寿美 広面小頼田達朗
ll 29日 第4回秋田県学び方研究協議会開催 大

50 1 《59》《60》《61》 ※近舶 一一｢予習_.:復習の概念を変革せ

2 旭北小6年 伊藤雅彦 rぼくの勉強法｣
くレポ-ト)広面小相関達朗 ｢未来に鳥

3 秋和県大※近藤掬_ふ~[未来型a)捜菓亘斑造和恵苧

46 大曲小学校 ｢子どもとともに学び方が育
大曲小6年 竹内真邦子 ｢わたしの勉強
角館中3年 高橋利美 ｢私のノ-トと豪
(相談室) ｢生き生きとした学習を期待

89 《62》23日 ※近藤図二1-イ国義科学ぴ方学習中軌道成

東中3年 ′ト松幸子 ｢はりあいがでてき
土崎や3年 捗部耕一 ｢僕はこうして理
第5回秋P]県学び方研究協議会開催 本

1012 《63》《64》 く座談会) 本荘市.由利都学び方研究

｢教科学習とクラブ活動､

大曲小4年 加藤正人 ｢ぼくの家庭学習

家庭学習｣ 同6年 小野塚美 ｢私の勉
アンケート. ｢学び方｣実施の ｢全国展

大曲西中 花館小 由利

本荘南中3年 畠山71二里 ｢部活動との両
※◎:~r国敢科学ぴ方学習=め操業鱒 き三;≡二

51 2 《65》 アンケ-ト.｢学び二方｣実施の r全国展
4 《66》 (学び方の学級づくりを現地に見る)

阿部正二 ｢聖霊短期大学附属中学校

68 《67》《68》 租舞小6年 江幡隆一 ｢ぼくの勉強法｣

(実践報告)大曲小高山朝子 ｢やる気を

小学校

(読者のひろぱ)勝田小 阿部清次邸 ｢

12 《70》 会員名簿 (1)に本荘 .由利支部39校

52 2 《71》 対義遼#嶺こキ十柏木勇夫妻⊆二手学ぶカを育ギ

- 34

よIr教育林学国番教育J軌99

く能力陶発をめざす教育-I

曲小学校の公園を観る-- ｣

び涛学者を求めてJ
つ学故をつくる｣
法｣

するために｣

ら学ぶ主体的人間の

育成｣ ｢生きて嶺く
転移する力｣｢学力
をあげる学び方｣の

三つをねらった ｢学

び方学習の実践研究

｣が全校体和で始め

られ､昭和42年に
その実践研究の成果

を公開発表した｡ま

た同じ校区の小高鹿

小学校とともに､小

中一貫の学び方学習

のあり方と進め方の

実践研究を公開発表

した｡

▼学び方研究の啓蒙

普及

日本学び方研究会

では,会を発足させ

ると同時に ｢学び方

研究会｣だよりを発

行し. ｢学び方とは

何か｣ ｢学び方の頗
充をどのように行な

うか｣など,学び方

に関する啓蒙普及に

力を注ぎ会員の募集

をはかった｡また､

研究に対する

r教育熱学回缶教育l脚 2 情報交換も行

高橋･阿部 ･fB田

立J F我育科学国賓教育Jk286

た国畜学習｣
科･が好きになった｣

荘鶴舞小･南中 伊藤持講演
ノゝ.Lヾ

家庭学習を併進させる工夫｣

｣ 固5年菅野邦子 rわたしの

強法｣

望｣に次の小 ･中学校が回答

郡住吉小 日新小

立をめざした私のひとり学び｣

明治密書

望｣に旭北小が回答

･高等学校を訪ねて｣

どのように育成し誘発するか-
3年生の場合-｣

学び方 ･生き方の変容を求めて｣
242名が載っている

る 鑑学韓国畜教育の雀合性yJ
から学んだこと｣ 講評佐藤栄悦

なわれた｡

昭和43年には,
会員が二千名を突破

した｡

▼学び方学習先進校

の公開発表会

昭和42年に兵嬢
県西脇市西春小学校

の ｢学び方開発をめ

ざす自発協同学習｣

.昭和44年に溢賛

県能登川町の ｢伽造

性の開発とその凝底

を培う学び方学習｣

､福井県小浜小学校

の ｢自主性と学び方

｣.広島県己斐小学

校の ｢心身ともにた

くましい子どもと自

主性のある子どもの

育成｣などが,それ

ぞれ学び方研究が学

ぶ個を育成すること

を実証的に示した｡

▼全国各地に学び方

研究会岩成の動き

昭和44年12月

,秋H帯を中心に,

秋田県全域に､自主

Akita University



3 《72》《74》 秋田北中2年 伊藤仙子 ｢変わってきた私の学

く支部紹介) 大曲.仙北支部学び方研究会会

研究会会報第16号発行
会員名簿 (2)に大曲.仙北支部62校260

48 対義近藤図--.._柏木勇夫-三二三;嘩賢ぷカを育てを二:≡:≡喜.俄

協和中2年 橋本美佳 ｢能率と効率を考えた私
山王中3年 加賀谷美樹 r私はこのように学習
会員名簿 (3)に秋田支部141名登録
払和中佐藤俊夫.和田歳 ｢わが校における学び

大曲小6年 鎌田史世 ｢私の勉強法｣
役員発動 会長 tB谷金三郎 :旭北小

副会長 米山量平 :山王中 富永松男 :

渡辺正巳:大曲小 大泊金右エ

蕪同工溢藤国ヰ 事務局長 佐藤昭治 :船川

53 2 《77》 大曲小4年 横令子 ｢私の学習法｣

8 《80》 く学び方文庫)渡辺正巳 ｢わが少年の日の学び
12 《82》 _く故高沢華太錐先盤を船 主:;三三≡滋亜画室三三=≡.r学びカ

54 【3月 らヽ11月まで機内誌が発行されていない F稔
12 《84》 =-:く故鵬 轟先生を鮎 )_.:-=漉亜国士字≡三一幾盤尊重

【近鹿毛に ｢学び方研究所謙二::-部課畔ちれごて三喜≡逝藤
秋m県の学び方研究会務操者により-∴就軽業
※◎ 学び方講座言=1;:=j=1-=≡~;=学ぶ力を青怒る学習

3_=____学ぶカを僻ぱす学習

55 2 8日 大曲.仙北支部学び方研究会 会場 大曲小学
研究主題 ｢よろこんで学習に立ち向かう指導｣

4 公臓研究授業 講演 1削り三郎秋EI)魁新報社に ｢自ら学ぶ子供に｣という題で

6 《86》 く支部細介) 大曲.仙北支部渡辺正巳 ｢ます

l ･X◎ r学ぶ力を育てる~自己評鎮まLII=pf=-I:L_i_=
ー学ぶ力=-.学習敢再づ_くりや僻 -i:=…:

r学ぶ力を育てる::=_i_=斗:6年生め義盛

56 秋田魁新報紙に ｢自ら学ぶ子供に｣という題で

5 この月まで秋田魁新報紙に r自ら学ぶ子供に｣

6 《91》 ※近東国手 _咽 語科の学び方拳曽研究蛙どう=斤
~=~F教育科学国章教育土:樹 2

渡辺正巳 ｢rなめとこLLu とともに｣

59 10 《99》 近藤国王 r発車方と学び芽を育てる僻 1.=i≡≡
12 《100》 近藤国王 _r学び方学習蜘 ためたi~喜=≒≡

※◎ r学び方学習中構 j三 …≡

60 7 《102》 近#図十 r学び力学野と現場の謙告や救好め

会報第3号 秋田県学び方

名が載っている

教育耕挙国蕃教育iL230

低学年国章教育の場合七独
私の学習法｣

習している｣

び方の研究実践｣

聖霊高 巌倉林治 :新山小

門:船川第-小

南小

IBの学び方単軌
… ･挺身未孝一鶴未勇美

方｣

方連載中支援を失うj

稔合教育技術jに掲載】

尊蓋の先生を鹿ぷ1

近藤撰キ手が所長になる｡

昏¢回春が執筆された】

匡正三∃

学習

の手引き 明治国書

校

｢学び方研究所｣名で連載

足もとの地固めから｣

明細 書

明治国書

(全6巻き 明患歯書

｢学び方研究所｣名で連載

碁かi r教育耕挙国藩義脊Jk300

連載

掠なお桁 いるか｣

秋田魁新報社

明治図着

登内著 明治図書

金串養 明治国書

在り滋 ･生き方を中心に-j

35-

的な学び方研究会が

発足した｡これは近

藤国-の英断と努力

によるものである｡

これが全国の学び方

研究を志すものの導

火毅となり､翌45
年には北海道と岩手

県.山形県､46年
愛知県三河地域､島

根県松江､群馬県河

田､兵庫県加古川,

静岡県磐田地域など

,全国各地域に広が

り.会誌 ｢学び方故

室｣の発刊と相まっ

て､学び方の研究は

､昭和45年を境に
.救えることを､子

どもが ｢学ぶ｣とい

う我点に立つ ｢発想

の大転換｣の教育運

動として,教育界に

学び方学習の旋且を

起こした｡

【実践 ･研究の拡充

期】

▼ ｢学び方教室｣の

発刊

昭和45年4月､
いままでの ｢学び方

研究会だより｣を充

実させ,新たに月刊

誌として ｢学び方鼓

室｣が発刊された｡

これによって,学び

方研究会は､名実と

問題に一大飛躍を遂

げ､実践拡充期を迎

えた｡第一巻には r

新しい発足のちかい

｣として.学び方開

発の信条十か粂宣言

がある｡

▼会誌 ｢学び方教

室｣による学び方研

究の推進

r学び方鼓室｣は

､昭和54年の4月
に r稔合教育技術｣

(小学館)に､発展

的に統合されるまで

の九か年に9巻83
号を数え,これによ

って学び方研究会は

支えられ,同志同行

の強力な研究軌織が

確立し,多くの故育

雑誌に取り上げられ

.細介され,学び方

Akita University



626《110》 近鵬 斗 r学び方研究会め恵むきた二も譲≒≡=二10 29日 秋田県学び方研究会講話会 会場

63 3 《113》 渡辺正巳 ｢考えて飲みはじめたる｣
9 《115》 -=(軟-_i_堀川三鉢先生を叔ぶ)言二二-:三≡=逝拳歯

12 《116》 近藤国士---.-く学び方随想①)辛 -≡二==:pf思き

8 《118》 近藤図-キ _(学び方随想魯)三千車重と

鹿島小学校で研究が始まる

3 2 《132》 飯島小で授菜研究会 指導講師 :石

6. 飯島小 研究中間発表会兼研修会

8 飯島小暗山英明 学び方教育25周年

10 飯島小 暗山英明 ｢自ら学びとる子ど

18日19日 第19回全国学び方研究集会秋田大会

実践研究発表

パネルディスカッション ｢自ら学ぶ授

特別講演 村井突

公開授業

記念講演 中野蛮人

分科会

レセプション

4 4 《135》 第19回全国学び方研究集会秋lf1大会
6 《137》 吉 富 庸p_q郎 r学び方の活性化のために

ll 《141》 吉 富 庸四郎 ｢わたしの新任時代｣

1 5 59 6日18日 秋田県学び方研究会籍会開催 (会則作

講話 吉富庸四郎

■ 研究発表会 飯島小 竹内

6 1 10日 研修会 講話 秋凹大学 後藤恒允

6 25日 秋田県学び方研究捻会開催

7 5 《171》 近藤国--rわた~しの新任時代｣≡:::≡

7 《173》 園部実 ｢わたしの新任時代｣

ll 《177》 秋田南中2年 奥山大介 ｢ぼくとわた

8 1 7日 秋tfl県学びカ研究会稔会兼研修会開催

のこと｣

協嶺社大町ビル

周一rご逝去の報に接しJ

カを裁くする1
知拘能力の瑞花｣
鵬 ずる学び方学習を育てる｣

学んだことから｣

川動

講師 :荒井文副会長

記念束京大会で研究発表

もの育成｣

開催 会場 飯島小･聖霊附中高

菜づくりをどうするか｣

しの学び方学習｣

講話:吉FIl金也 土崎小 :大泊亮子 研究発表 :照井
秋田南中2年 奥山大介 ｢ぼくとわたしの学び方学習｣ 特選 再掲戟
近#掬-逝去

秋田県学び方研究会稔会兼研修会開催 講話 :柏木勇夫

は､いまや教育現場 t

の適用著となり､基

本用番になった｡

【｢学び方教室｣を

復刊】

昭和53年9月高沢
幸太郎が急死し､昭

和54年8月には野
瀬寛顕があいっいで

他界した｡これによ

って ｢学び方教室｣

は83号をもって休
刊したが,学び方研

究会員から復刊の要

望がつよく. ｢稔合

教育技術｣誌に昭和

54年4月より毎入
された｡昭和54年
10月20日に復刊
第-早 (通巻第84
早)を改野浪貴顕会

長の追悼記念特集と

して刊行し.年三回

発行され,昭和55

年からは年4回とな
った｡

【柴田義松を第二代

会長に迎えて】

昭和54年8月に
は柴tTl義松東大教授

を会長に迎えて､新

しい学び方研究会の

充実発展に向け.会

員千名から出発した

｡指導講師を初め､

柴ttl会長.稲川三郎

･石川動両副会長の

指導,本部における

月例研修会など､啓

蒙普及をはかり,会

員も三千名となる｡

【稲川会長 ｢足もと

の教育改革｣を提唱

】

昭和62年4月､
穂川三称を第三代会

長に迎えた｡教育改

革が叫ばれていると

きでもあって､氏は

※

※ ｢足もとからの教育改革｣は学び方の実践にあるとし.学び方の投票行脚を積棲的に掛 ナたが､昭和63年6月に惜しまれながら逝
去した｡

昭和58年頃から r自己教育力｣のことばが叔育行政から現場へ浸透していき.さらに､平成4年全面実施の ｢教育課程の基準の改
善のねらい｣の主要四本住のひとつに ｢自ら学ぶ意欲と,社会の変化に主体的に対応できる能))の育成を重視すること｣がうたわれ､
く学び方教育)が永年にわたって主唱してきた考えと実践 ･研究が広く認められるようになった｡

【石川会長 ｢学び方の易行化｣を提唱】

昭和63年6月､第剛 モ会長に就任した石川勤会長は r学び方の易行化｣を強く打ち出し. rだれもが容易にできる学び方の授業づ
くり｣をテーマに､授業のビデオバンク.学び方教育の実験委嘱校を全国玉か所に設けるなど.学び方の実践研究の活性化を図った｡

平成3年4月号から会誌 ｢学び方教等｣は ｢学び方一一自ら学ぶ力を育てる｣として.会員多年の念癖であった月刊誌となり.新た
なスタートを切った｡会員は三千五百名を超えた｡

そして､ついに今期の中教審 ｢審議のまとめ｣に自ら学び,考え､主体的に判断する資質や能力｣こそが.これからの子どもに求め

られるという､本会が30年間めざしてきた実践 ･研究そのものが.学校教育現場で求められ､陽の目を見ることしになった｡

ー 36-

Akita University


	gt001a.pdf
	gt002a
	gt002b
	gt003a
	gt003b
	gt004a
	gt004b
	gt005a
	gt005b
	gt006a
	gt006b
	gt007a
	gt007b
	gt008a
	gt008b
	gt009a
	gt009b
	gt010a



